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要 約 

保育の場において、ほぼ毎日のように絵本の読み聞かせが行われている。子どもの言葉の発達を考える上で、絵本は欠かせない

児童文化財である。そこで本稿では、絵本の読み聞かせをどのように行うか、保育者の養成学校で用いられるテキスト、教育実習で

の指導教官からの指導・助言を分析し、学生の課題意識を明らかにした上で、学生への指導の在り方の提案を行うこととした。その結

果、読み聞かせの目的・方法について、幼稚園教育要領・保育所保育指針や幼小連携を意識した記述があるテキストがあることは確

認できた。また、教育実習での指導・助言や学生の課題意識も把握でき、学生への指導の在り方の方向性は示すことができたが、詳

細な指導方法は今後の課題である。 

キーワード：領域「言葉」、絵本、読み聞かせ、交流型読み聞かせ、保育者養成 

 

１ はじめに 

１−１ 問題の所在 

絵本は、子どもに日常生活の追体験や未知の世界、冒険を

味わわせてくれる児童文化財である。保育の場において、ほ

ぼ毎日のように絵本の読み聞かせが行われ、子どもたちはそ

の物語の世界に引き込まれ、感動の言葉を発したり、主人公

になりきってごっこ遊びに発展したりする。このように、絵本は

身近にあり、読むことをとおして語彙を豊かにするとともに想

像の世界を広げ、言葉を用いて伝え合う力を養うことに適した

教材である。 

２０１７年に改訂された幼稚園教育要領、保育所保育指針

（以下、「教育要領等」という。）においても、絵本を用いた保

育の重要性が示されている。 

教育要領等の領域「言葉」においては、「絵本や物語など

に親しみ、言葉に対する感覚を豊かにし、先生や友達と心を

通わせる」ことを「ねらい」として提示されており、「内容」として

「絵本や物語など親しみ、興味をもって聞き、想像する楽しさ

を味わう」とされている。 

また、指導の際の留意事項として、絵本の読み聞かせなど

を通して、豊かなイメージをもち言葉に対する感覚を養うこと、

注意して聞くことによって話を理解し、言葉による伝え合いが

できるようになることがあげられている。 

現在、多くの保育の場では、保育者が絵本を読み、それを

静かに子どもたちが聞いていることを基本としていることが多

いと思われる。一人一人のイメージを大切にするためにも落

ち着いた雰囲気で読み聞かせが行われることは大切である。

しかしながら、絵本を読んでもらうだけで、ことばの感覚や内

容を理解し、想像を膨らますことができる子どもばかりとは限

らない。 

集団で読むという環境を活用し、保育者と子どもがともに絵

本の世界を楽しみながら、豊かなイメージとことばの感覚を養

うための援助・工夫が必要と考える。 

１−２ 先行研究 

保育の中で行われる絵本の読み聞かせについて、保育者

の役割の観点から様々な研究がなされている。本研究では、

集団で子どもたちが交流等を通して行う読み聞かせについて、

以下の研究を参考とした。 

小寺、瀧川、玉置（2004）は、保育実践の中での絵本のもつ

意味について、教育要領等と保育者養成校で使用されている

保育内容「言葉」のテキスト類の調査分析を行った。その中で、

保育者の役割として、環境構成者としての絵本の選定、言葉

の意味や物語のイメージを広げていく援助を挙げている。 
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岩崎（１９８６）は、集団での読み聞かせと 1対1の読み聞か

せの比較実験を行い、集団での読み聞かせは、他の子ども

たちに刺激され、一緒に楽しみ理解しようとする積極性が生ま

れると主張した。 

足立（２０１３）は、海外で行われている読み手と聞き手また

は聞き手同士が交流する読み聞かせを「交流型読み聞かせ」

と名付け、その内容と方法を紹介し、我が国でも実践の可能

であると主張した。後に、足立は、Lawrence Sipeの研究から、

「交流型読み聞かせ」における内容、指導の手法、カリキュラ

ム上の位置づけを明らかにし、「交流型読み聞かせ」の可能

性を追究している。 

欧米と我が国との読み聞かせの目的・方法の違いに関して

は、吉田（２０１８）が『読み聞かせは魔法！』において、詳しく

紹介している。吉田は、読み聞かせの目的で日本と異なる部

分を紹介し、その目的達成の方法として、読み手と聞き手が

双方向の話し合いをしながら読む「対話読み聞かせ」、読み

手の頭の中で起こっていることを声に出して紹介する「考え聞

かせ」、読み手と書き手が一緒に読む「いっしょ読み」の方法

を紹介している。 

また、峰本（2018）は、足立や吉田の研究から、学びの責任

を教師主導から次第に子ども中心の学びへ移す「責任の移行

モデル」について学生や教員に認識させ、様々な読み聞か

せの手法を紹介し活用を促す研究を行った。 

こうした研究をはじめ、「清聴型読み聞かせ」に限らず、子

どもが本を好きになり、言葉に対する感覚を養い、豊かなイメ

ージをもつ読み聞かせの方法が提案されている。 

１−３ 研究の目的・方法 

そこで、本研究では、保育者となる学生が、保育者養成校

で、「絵本の読み聞かせ」について、その目的や方法等学ぶ

べきことを明らかにすることとした。なお、研究対象とする読み

聞かせは、物語を理解し楽しむことができるようになる３歳児

以上の幼児向けとすることとした。 

保育者を目指す学生が、絵本の読み聞かせを学ぶ機会と

して、教育要領等の領域「言葉」について学ぶ授業がある。ま

た、教育実習において、絵本の読み聞かせを実践し、指導教

官から指導・助言を受ける場合がある。 

そこで、学生が絵本の読み聞かせをどのように学んでいる

か実態を把握するため、まず、養成校で使用されているテキ

ストにおいて、絵本の読み聞かせが、いかに記述されている

かを調査することとした。このことにより、教育要領等の趣旨が

反映されたテキストにおいて、絵本の読み聞かせの目的と具

体的な方法が如何に将来保育者となる学生に提示され、習得

していくかを明らかにすることができると考えた。 

次に、保育士・幼稚園教諭養成学校の教育実習終了後の

学生に対して、絵本の読み聞かせをどのように実践したか、

どのような指導・助言を受けたか、どのような力を身に付けた

いかなどアンケート調査を実施することとした。このことにより、

各園で行われている絵本の読み聞かせの目的や方法が学生

にどう影響するかを把握できると考えた。 

 

２ 調査の内容と分析 

（１）調査Ⅰ―１ 調査方法 

現行の保育内容「言葉」のテキストでは、絵本の読み聞か

せについてどのように記述されているのかを調査し、学生へ

の指導のあり方について分析する。 

ア 調査対象 

 保育者養成校において領域「言葉」の指導用に市販され

ているテキストのうち、２０１７年に改訂された幼稚園教育要

領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育

要領の内容が反映された２０１８年以降に発行されたものを

表１（p.7～12）のとおり選出した。 

イ 調査内容 

８冊のテキストから「絵本の読み聞かせの目的」「読み方・

子どもの反応への対応」「読み聞かせの終わり方」「読み聞

かせにおける子ども同士の関わり」「読み聞かせにおける

保育者からの働きかけ」が如何に記述されているかを調査

した。 

（２）調査Ⅰ―１ 調査結果 

ア 絵本の読み聞かせの目的 

表２は、読み聞かせの目的として書かれている文章から

キーワードを抽出し、掲載されているテキスト数をまとめた

ものである。 

 

表２ 読み聞かせの目的  （単位：テキスト数） 

1 想像（力） 8 

2 言葉・語彙 8 

 
２のうち、言葉に対する感覚・言葉の響

き・リズム 
3 

3 情緒・情操・感受性・豊かな心・感動 6 

4 表現力 5 
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5 思考力 4 

6 知識や理解、名称の認識力 2 

7 探究心・関心事の広がり・知的好奇心 2 

8 
社会性、協調性、コミュニケーション力・

人間社会への信頼感 
2 

9 未知の世界 1 

10 批判的認識力 1 

11 生活態度 1 

12 意欲・自主性・行動力 1 

13 生きることへの希望 1 

 

すべてのテキストにおいて、読み聞かせの目的として、

「想像（力）」、「言葉・語彙」が挙げられていた。これらは、教

育要領等の領域「言葉」の内容にある「生活の中でことばの

楽しさや美しさに気づく」、「絵本や物語などに親しみ、興

味をもって聞き、想像をする楽しさを味わう」に基づくものと

考える。 

 

イ 絵本の読み聞かせ方 

（ア） 読み方・子どもの反応への対応 

表３は、読み方及び読み聞かせ中の子どもの反応への

対応を、次の２点の視点で書かれているテキスト数をまと

めたものである。 

 

表３ 読み方・子どもの発言への対応 （単位：テキスト数） 

1 適度に感情を込めて読む 5 

2 
子どもの様子を見ながら読む 中断はしな

い  子どもの言葉を取り入れない 
4 

 

５社のテキストにおいて、表３の記述があった。大げさな

読み方は、イメージを限定したり、絵本の内容より保育者に

注意が向けられたりするという記述があった。また、子ども

の発言を取り上げず、中断しないのは、物語の世界を楽し

むためとの記述があった。適度に感情を入れて読むことも、

子どもの言葉を取り上げず中断しないことも、子どもが物語

の世界に浸ってイメージを膨らませていることを大切にする

配慮であると考える。 

 

（イ） 読み聞かせの終わり方 

表４は、読み聞かせの終わり方で留意すべき点が書か

れた文章からキーワードを抽出し、掲載されているテキスト

数をまとめたものである。 

 

表４ 終わり方のキーワード      （単位：テキスト数） 

1 余韻・感動・イメージ等 5 

2 共感・言葉受け止める等 3 

3 質問しない・感想を求めない等 6 

4 話し合いを避ける等 1 

 

７社のテキストにおいて、表４の記述があった。保育者

が解説をしたり質問や話し合いしたりするのを避けるの

は、楽しんでいた絵本の世界を壊したり興味関心をそい

だりしないためとされていた。子どもの感想があったとき

などは、共感して受け止めること、子供の気持ちに寄り添

う態度が大切であるとあった。終わり方においても、子ど

もが余韻を味わい、豊かに広げているイメージの世界を

大切にするということを基本として書かれていた。 

 

ウ 読み聞かせにおける子ども同士の関わり 

３社のテキストにおいて、読み聞かせの後、子ども同

士の関わりに焦点を当てた記述があった。感動や関連す

る体験を話し出す、ごっこ遊びに発展する、周りの子ども

の反応に影響を受け絵本のおもしろさに気づく、友だち

の考えに共感し、ストーリーの理解を深めていく、子ども

が読み聞かせを始める、といった例が紹介されていた。 

 

エ 読み聞かせにおける保育者の働きかけ 

 ５社のテキストにおいて、読み聞かせの途中、読み聞

かせ後、保育者からの働きかけについて記述があった。

以下は、文意を損なわないよう筆者がまとめたものである。 

・小学校で必要な力（例：登場人物の気持ちを聞いたりす

る時間）を「ちょい足し」する。文脈を補う言葉を身につけ

られる。１対多のコミュニケーションの練習にもなる。 

・子どもの言葉を取り入れ、やり取りを楽しませる。 

・表紙の絵から話の内容を想像させ、お話づくりを楽しま

せる。 

・自分の意見を言ったり友だちの意見も聞く。 

・「一読総合法」を取り入れてみる。 

・文字のないページでの言葉がけを検討する。 

・話し方や聞き方のルールの言葉がけをする。 

・保育者の想いを伝える。 
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・最後が書かれていない絵本の最後を問いかけて想像

性をみる。 

・絵本の途中で問いかけをして楽しむ。 

 

調査Ⅱ―１ 調査方法 

保育者を目指す学生が、教育実習において如何に取り組

んでいるかを調査し、学生への指導のあり方について考察す

る。 

（１）調査対象者 

関西地方 A 短期大学１年生７１名を対象とし、６６名から回

答を得た。アンケートの回収率は、93.0％であった。 

（２）調査日・場所 

2021 年 11 月 30 日。教育実習直後の授業中、Google 

Formsを用いオンライン上で回答を得た。 

（３）質問内容 

学生が、集団での絵本の読み聞かせに関する指導を習

得する上で考慮すべきと考える点を質問した。質問内容は、

「問１ 絵本を１か月に読む冊数」、「問２ 絵本の入手場所」、

「問３ 教育実習での絵本の読み聞かせ実践の有無」、「問４

（１） 読み聞かせの対象年齢」、「問４（２） １回に読んだ絵

本の冊数」 、「問４（３） 選書方法」、「問４（４） 絵本の読み

方」、「問４（５） 子どもの発言への対応」、「問４（６） 問４（５）

の具体」、「問４（７） 読み聞かせ中の保育者からの質問」、

「問４（８） 問４（７）でのやりとりの具体」、「問４（９） 実習園の

教員からの指導・助言」、「問５ 実習園での絵本の読み聞か

せの頻度」、「問６ 読み聞かせについて学びたいこと」、「問

７ 読み聞かせで大切にしたいこと」とした。 

（４）倫理的配慮 

調査実施にあたって調査対象者には、無記名であること、

教育実習評価の対象ではないこと、回答は随意であること、

被験者から得られたデータは調査の目的以外に利用しない

ことを事前に伝えた後に回答を得た。 

調査Ⅱ―２ 調査結果 

本研究では、A短期大学１年生７１名に対し、幼稚園での教

育実習における絵本の読み聞かせの実態を調査した。その

結果を以下に示す。 

（１） 絵本の読書量（1か月あたり） 

・「1〜4冊（週に 1冊程度）」 ・「5〜9冊（週に 2冊程度）」 

・「10冊以上（週に 3冊以上）」 ・「ほとんど読まない」 から

選択 

表５ 月に何冊絵本を読むか 

 

 

（２） 教育実習での絵本の読み聞かせ 

・「ほぼ毎日行った」 ・「1〜3 回行った」 ・「4〜6 回行っ

た」 ・「行っていない」  ・「その他（記述）」から選択 

 

表６ 実習での読み聞かせ （単位：人、％） 

1 ほぼ毎日行った １５ 22.7 

2 ４〜６回行った ６ 9.1 

3 １〜３回・行った 31 47.0 

4 行っていない 14 21.2 
 

計 66 100 

 

（３） 選書理由 

・実習で読み聞かせを行ったと答えた者にのみ回答を求め

た。対象は 52名。 

・「自分の好きな絵本を選んだ」 ・「季節のあった絵本を選

んだ」 ・「園の行事等にあった絵本を選んだ」 ・「子どもた

ちの様子を見て伝えたい内容のあるテーマの絵本を選ん

だ」 ・「その他（記述）」 から選択 

 

表７ 絵本を選んだ理由 （単位：人） 

1 自分の好きな絵本を選んだ 15 
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2 季節のあった絵本を選んだ 15 

3 園の行事等にあった絵本を選んだ 3 

4 
子どもたちの様子を見て伝えたい内容のあ

るテーマの絵本を選んだ 
7 

5 その他 13 

 

「その他」は、年齢にあった本、園から薦められた本がそれ

ぞれ５人ずつであった。絵本の読書量と選書との関係は見

られなかった。 

 

（４） 絵本の読み方 

・実習で読み聞かせを行ったと答えた者にのみ回答を求め

た。対象は 52名。 

・「感情を込めて読んだ」 ・「感情をあまり込めずに読ん

だ」 ・「絵本の内容により感情を込めたり込めなかったりと

読み分けた」 ・「その他（記述）」 から選択 

 

表８ 絵本の読み方 （単位：人） 

1 感情を込めて読んだ 38 

2 感情はあまり込めずに読んだ 3 

3 
絵本の内容により感情を込めたり込めな

かったりと読み分けた 
11 

 

（５） 読み聞かせ中の子どもの発言への対応 

・実習で読み聞かせを行ったと答えた者にのみ回答を求め

た。対象は 52名。 

・「読むのを中断して発言に対応した」 ・「発言に対応せず

読み続けた」 ・「発言はなかった」 ・「その他（記述）」 か

ら選択 

 

表９ 読み聞かせ中の子どもの発言への対応 （単位：人） 

1 読むのを中断して発言に対応した 26 

2 発言に対応せず読み続けた 9 

3 発言はなかった 10 

4 その他 7 

 計 52 

 

「その他」は、表情等で応えたとの回答が３人であった。 

 

（６） 子どもの発言への対応内容 

・「読むのを中断して発言に対応した」と答えた者にのみ自

由記述で回答を求めた。対象は 26名。 

・回答から文意を損ねないよう筆者が以下のとおり対応内

容を分類しまとめた。 

 

表10 発言への対応内容 （単位：人） 

1 共感する言葉を返した（「そうだね」など） 17 

2 
次の展開を期待させる言葉を返した（「どうな

るかな」など） 
8 

3 質問に答えた（内容に関すること） 2 

 計 27 

 

（７） 読み聞かせ途中での子どもへの質問・話しかけ 

・実習で読み聞かせを行ったと答えた者にのみ回答を求め

た。対象は 52名。 

・「質問したり話しかけたりした」 ・「質問しなかった」 ・「そ

の他（記述）」 から選択 

 

表11 読み聞かせ途中の質問・話しかけ  （単位：人） 

 

（８） 子どもへの質問・話しかけ内容と子どもとのやりとり 

・「質問したり話しかけたりした」と答えた者にのみ自由記述

で回答を求めた。対象は 14名。 

・回答から筆者が以下のとおり対応内容を分類しまとめた。 

 

表12 どのようなやりとりだったか （単位：人） 

 

（９） 実習園の指導者からの指導・助言 

・実習で読み聞かせを行ったと答えた者にのみ自由記述で

回答を求めた。対象は 52名。 

・回答から筆者が以下のとおり対応内容を分類しまとめた。 

1 質問したり話しかけたりした 14 

2 話しかけなかった 37 

3 その他 1 

 計 52 

1 情報の取り出しの質問と返答 6 

2 次の展開の予想と返答 4 

3 絵本への興味づけと返答 3 

4 生活への動機づけと返答 2 

 計 15 

小滝：「絵本の読み聞かせの指導についての一考察」
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・実習生が読み聞かせに関して学びたいことと関連させて

まとめた。 

 

表13 実習園の先生からの指導・助言 （単位：人） 

1 読み方（抑揚、大きさ、速さなど） 16 

2 基本事項（立ち位置、持ち方など） 12 

3 子どもへの関わり（導入・対応・終わり方など） 9 

4 選書 2 

5 その他 6 

6 無答 11 

 

３「子どもへの関わり」の詳細については、導入について、

「導入や話しかけで注目させる」という指導助言が１人あっ

た。読み聞かせ中については、「子どもを見ながら」など子

どもの様子を把握する指導助言が 3 人あった。子どもの発

言については、「受け止めるだけ」など深入りしないようにと

いう指導助言が２人あった。終わり方について、「ふり返りを

する」「締めくくりの言葉を入れる」との指導助言が 2人、「ふ

り返りを入れない」との指導助言が 1人であった。 

 

（１０） 絵本の読み聞かせに関して学びたいこと 

・全員対象に自由記述で回答を求めた。３０人から回答があ

り、筆者が以下のとおり内容を分類しまとめた。 

・実習園で指導・助言を受けたことと関連させてまとめた。 

 

表14 絵本の読み聞かせで学びたいこと （単位：人） 

 

３「子どもへの関わり」の詳細については、「絵本の世界

に引き込めるような導入」など導入と回答したものが 6 人、

子どもの発言への対応や問いかけは3人、締めくくり方が4

人であった。 

 

（１１） 絵本の読み聞かせで大切にしたいこと 

・全員対象に自由記述で回答を求めた。66人から回答があ

り、筆者が以下のとおり内容を分類しまとめた。 

 

表15 絵本の読み聞かせで大切にしたいこと （単位：人） 

1 読み方（抑揚、大きさ、速さ） 38 

2 基本事項（立ち位置、持ち方など） 13 

3 子どもへの関わり（導入・対応・終わり方など） 19 

4 選書 5 

5 その他 11 

6 無答 0 

 

３「子どもへの関わり」の詳細については、子どもの様子

を確認しながらと回答したものが 11 人、問いかけなど工夫

しながらと回答したものが3人、導入で絵本の世界に等との

回答が 2人、締めくくりのお話等との回答が 2人であった。 

また、読み方など技術的な面と合わせて、子どもが楽し

めて集中できる読み聞かせにしたいと回答したものが10人、

絵本の世界に入り込める読み聞かせにしたいと回答したも

のが 4人であった。 

 

1 読み方（抑揚、大きさ、速さ） 10 

2 基本事項（立ち位置、持ち方など） 5 

3 子どもへの関わり（導入・対応・終わり方など） 13 

4 選書 4 

5 その他 3 

6 無答 34 

小滝：「絵本の読み聞かせの指導についての一考察」
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表
１
−
１

 
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
関
す
る
記
述
（
下
線
ⅰ

:読
み
聞
か
せ
の
目
的
、
下
線
ⅱ

:読
み
方
、
下
線
ⅲ

:終
わ
り
方
、
下
線
ⅳ
子
ど
も
同
士
の
関
わ
り
、
下
線
ⅴ

:保
育
者
か
ら
の
働
き
か
け
）
 

新
版

 
保
育
内
容
・
言
葉

 2
0
1
8
 

福
沢
周
亮
監

 
教
育
出
版

 
保
育
内
容

 
言
葉

 
2
0
1
8 

秋
田
喜
代
美
／
野
口
隆
子
編
著

 
光
生
館

 
新
版

 
言
葉

 
2
0
1
8
 

谷
田
貝
公
昭
監

 
一
藝
社

 
保
育
内
容

 
言
葉

 
2
0
1
8 

太
田
光
洋
編
著

 
同
文
書
院

 

  
で
は
具
体
的
に
絵
本
は
子
ど
も
の
発
達
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ⅰ

1
点
目
は
，
こ
と
ば
の
発
達
が
促
進
さ
れ
る
点
で

あ
る
。
例
え
ば
絵
本
の
な
か
に
今
ま
で
聞
い
た

こ
と
の
な
い
こ
と
ば
が
あ
っ
た
場
合
，
読
み
聞
か

せ
を
し
て
く
れ
て
い
る
大
人
に
質
問
し
た
り
，
自

ら
お
話
の
前
後
の
文
脈
か
ら
そ
の
こ
と
ば
を
推

測
し
，
想
像
力
を
働
か
せ
，
新
し
い
こ
と
ば
を
覚

え
て
い
く
。
ま
た
，
絵
本
の
な
か
の
文
章
は
豊
か

な
こ
と
ば
の
表
現
力
の
お
手
本
と
な
る
。
ⅰ

2
点

目
は
，
想
像
力
・
思
考
力
を
豊
か
に
す
る
点
で

あ
る
。
子
ど
も
は
自
分
で
好
き
な
よ
う
に
想
像
し

て
，
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界
や
感

情
を
体
験
し
た
り
，
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
を
絵

を
見
な
が
ら
考
え
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
ⅰ

3
点

目
は
，
子
ど
も
の
情
緒
の
安
定
に
役
立
つ
点
で

あ
る
。
読
み
手
は
絵
本
を
読
む
と
き
，
子
ど
も
を

ひ
ざ
に
の
せ
た
り
，
向
か
い
合
っ
た
り
，
隣
に
並

ん
だ
り
，
い
ず
れ
の
場
合
も
身
体
的
距
離
が
密

接
と
な
る
。
子
ど
も
の
大
好
き
な
本
を
保
育
者

が
楽
し
く
，
と
き
に
は
一
人
一
人
の
目
を
見
な
が

ら
読
む
。
入
眠
前
に
読
み
，
ト
ン
ト
ン
と
背
中
を

た
た
き
な
が
ら
子
ど
も
が
寝
つ
く
。
読
み
聞
か
せ

の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
，
い
ず
れ
の
場

合
も
子
ど
も
は
「
特
別
な
時
間
」
や
「
自
分
だ
け

の
時
間
」
を
体
感
す
る
。
絵
本
を
媒
介
と
し
て
子

ど
も
と
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
者
と
の
情
緒
的

な
つ
な
が
り
が
強
固
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

 
ま
た
，
子
ど
も
の
絵
本
の
楽
し
み
方
は
「
読
み

聞
か
せ
」
が
基
本
で
あ
る
。
読
み
聞
か
せ
で
は
，

お
話
は
お
と
な
が
読
む
た
め
，
子
ど
も
は
文
章

幼
児
期
に
な
る
と
，
保
育
者
や
友
達
と
一
緒

に
読
む
な
か
で
輿
味
を
も
ち
じ
っ
く
り
と
見
て
聴

き
入
り
な
が
ら
絵
本
に
親
し
み
，
自
分
（
た
ち
）

の
経
験
と
結
び
つ
け
，
想
像
す
る
楽
し
さ
を
味

わ
う
よ
う
に
な
り
，
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て

い
く
よ
う
に
な
る
。
ⅰ
絵
本
の
言
業
の
響
き
や
リ

ズ
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
，
新
し
い
言
葉
や
表
現

に
触
れ
，
し
言
葉
や
書
き
言
菜
（
文
字
）
子
ど
も

な
り
の
話
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
大
切
に
，

言
菓
に
対
す
る
感
覚
を
養
え
る
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
第

2
節
参
照
）
。
（
p.

9
7
） 

 事
例
６
「
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
」
（
３
歳
児
）
 

 
絵
本
の
な
か
で
，
子
ど
も
た
ち
が
何
度
も
繰
り

返
し
楽
し
む
場
面
が
あ
る
。
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ

ん
が
，
と
っ
て
も
す
て
き
な
，
変
わ
っ
た
形
の
，

楽
し
い
お
い
し
い
パ
ン
を
ど
っ
さ
り
た
く
さ
ん
作
っ

た
場
面
で
あ
る
。
「
ぼ
く
，
く
じ
ら
パ
ン
に
す
る
」

「
私
は
，
あ
ひ
る
パ
ン
」
と
，
思
い
思
い
に
好
き
な

パ
ン
を
手
に
と
っ
た
つ
も
り
，
食
べ
た
つ
も
り
で
，

絵
本
を
繰
り
返
し
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
ふ
う

に
楽
し
む
う
ち
に
，
「
い
ず
み
が
も
り
の
か
ら
す

の
パ
ン
や
さ
ん
に
い
っ
て
み
た
い
ね
ぇ
」
「
チ
ョ
コ

ち
ゃ
ん
や
リ
ン
ゴ
ち
ゃ
ん
に
会
っ
て
み
た
い
ね

ぇ
」
と
会
話
が
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
。
は
じ
め

は
，
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
は
会
っ
て
み
た
い

対
象
だ
っ
た
が
，
そ
の
う
ち
，
「
ぼ
く
，
チ
ョ
コ
ち
ゃ

ん
だ
よ
。
か
ー
か
ー
か
ー
」
「
私
は
，
レ
モ
ン
ち
ゃ

ん
！
か
ー
か
ー
か
ー
」
と
，
か
ら
す
に
な
り
き
っ

て
，
園
庭
や
散
歩
先
で
遊
ぶ
姿
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
（
注
：
下
線
は
筆
者
が
削
除
）
 

ⅰ
絵
本
は
、
子
ど
も
の
想
像
力
や
言
葉
を
育
む

た
め
の
保
育
教
材
と
し
て
、
ど
の
保
育
室
に
も

用
意
さ
れ
て
い
る
。
（
pp

.8
0
-
8
1
） 

 ⅰ
保
護
者
や
教
師
、
友
達
と
と
も
に
お
話
を
共

有
す
る
経
験
は
、
生
き
る
こ
と
へ
の
希
望
や
人

間
社
会
へ
の
信
頼
感
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
（
略
）
ま
た
絵
本
は
、
個
人
の
経
験
や
興
味
•

関
心
の
枠
を
超
え
て
、
未
知
の
世
界
に
導
い
て

く
れ
る
。
そ
の
経
験
が
生
き
る
幅
を
広
げ
、
豊
か

な
心
を
育
む
。
（
p.

1
1
6
）
 

 
幼
稚
園
教
育
要
領
第

2
章
「
言
葉
」
の

3
つ

の
ね
ら
い
の
う
ち
、
「
(3

)日
常
生
活
に
必
要
な

言
葉
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
絵
本
や

物
語
な
ど
に
親
し
み
、
先
生
や
友
達
と
心
を
通

わ
せ
る
」
や
「
内
容
」
の
「
(9

)絵
本
や
物
語
な
ど

に
親
し
み
、
興
味
を
も
っ
て
聞
き
、
想
像
す
る
楽

し
さ
を
味
わ
う
」
の
項
目
に
絵
本
や
物
語
は
関

わ
っ
て
い
る
。

 
ⅰ
保
護
者
や
教
師
、
友
達
と
と
も
に
お
話
を
共

有
す
る
経
験
は
、
生
き
る
こ
と
へ
の
希
望
や
人

間
社
会
へ
の
信
頼
感
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
ま
た
絵
本
は
、
個
人
の
経
験
や
興
味
•関
心

の
枠
を
超
え
て
、
未
知
の
世
界
に
導
い
て
く
れ

る
。
そ
の
経
験
が
生
き
る
幅
を
広
げ
、
豊
か
な

心
を
育
む
。
（
p.

1
1
6
）
 

  
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
側
は
ど
の
よ
う
な
工

夫
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
幼

児
教
育
で
用
い
ら
れ
て
き
た
活
動
や
方
法
を
大

  
絵
本
は
絵
と
文
が
融
合
し
あ
っ
て
ひ
と
つ
の

世
界
を
創
っ
て
い
く
。
ⅰ
幼
児
期
に
お
け
る
絵

本
は
そ
れ
を
与
え
る
お
と
な
の
願
い
や
子
ど
も

に
手
渡
し
た
い
も
の
が
詰
ま
っ
た
文
化
で
あ
り
，

こ
と
ば
の
お
も
し
ろ
さ
，
そ
し
て
，
美
し
い
母
国
語

を
伝
え
，
子
ど
も
の
こ
と
ば
と
心
を
育
む
た
め
に

欠
か
せ
な
い
。
幼
い
こ
ろ
の
絵
本
と
の
出
会
い

は
，
絵
本
と
関
わ
っ
て
く
れ
た
お
と
な
と
の
心
の

触
れ
あ
い
を
通
し
，
こ
と
ば
の
世
界
を
楽
し
み
，

想
像
力
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が

る
。
そ
し
て
，
や
が
て
絵
本
を
媒
介
に
，
子
ど
も

の
情
操
（
喜
び
，
悲
し
み
，
戸
惑
い
，
怒
り
，
や
さ

し
さ
，
忍
耐
，
思
い
や
り
な
ど
）
，
意
欲
，
生
活
態

度
，
自
主
性
，
行
動
力
，
探
究
心
，
そ
し
て
子
ど

も
に
と
っ
て
大
切
な
考
え
る
力
，
生
き
る
力
が
育

く
ま
れ
て
い
く
。

 
 

 ⅰ
2
絵
本
の
特
徴

 
①
絵
を
通
し
て
追
体
験
が
で
き
る
。
日
常
生
活

の
な
か
で
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
，
絵
本
を
通
し

て
再
認
識
す
る
。
②
感
動
す
る
心
を
育
て
，
情

緒
を
安
定
さ
せ
て
い
く
。
主
人
公
と
同
一
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
，
情
緒
を
安
定
さ
せ
，
心
を
育
て

る
。
③
想
像
力
を
豊
か
に
し
て
い
く
。
未
経
験
の

世
界
を
見
出
し
，
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
し
て
い
く
。

④
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
く
。
経
験
を
再
確
認

し
，
未
知
の
こ
と
ば
に
触
れ
，
語
彙
を
豊
か
に
す

る
。
⑤
美
し
く
正
し
い
日
本
語
に
触
れ
，
言
語
感

覚
を
養
っ
て
い
く
。
日
本
語
の
し
く
み
に
そ
っ
た

正
し
い
こ
と
ば
や
美
し
い
こ
と
ば
使
い
に
触
れ
，

語
や
文
章
の
し
く
み
に
も
気
づ
い
て
い
く
。
⑥
文

小滝：「絵本の読み聞かせの指導についての一考察」
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を
耳
で
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
絵
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
文
字
が
読
め
る
よ
う
に
な

れ
ば
自
分
で
読
む
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
，
文
字

を
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り
の
子
ど
も
で
は

読
み
方
が
た
ど
た
ど
し
く
，
文
字
ば
か
り
を
追
っ

て
し
ま
う
の
で
内
容
を
か
み
し
め
る
こ
と
が
む
ず

か
し
い
。
ま
た
，
せ
っ
か
く
の
楽
し
い
時
間
を
「
自

分
で
読
め
る
で
し
ょ
。
」
「
本
を
読
み
な
さ
い
。
」
と

強
制
さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
，
も
は
や
楽
し
い
時
間

で
は
な
く
，
「
お
勉
強
の
時
間
」
で
あ
る
。
絵
本
は

読
み
聞
か
せ
が
基
本
な
の
で
あ
る
。
子
ど
も
が

読
み
た
い
思
う
本
を
，
何
度
も
楽
し
い
雰
囲
気

の
な
か
で
読
ん
で
あ
げ
て
ほ
し
い
。
さ
ら
に
，
読

み
聞
か
せ
の
要
点
と
し
て
福
沢

(1
9
9
1
)は
，
読

み
手
も
楽
し
め
る
絵
本
を
用
意
す
る
，
ⅱ
一
本

調
子
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
，
ⅲ
読
み
聞
か

せ
の
後
に
内
容
に
つ
い
て
の
質
問
を
く
ど
く
ど
と

し
な
い
，
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
読
み
手
が
楽
し

い
と
感
じ
ら
れ
る
本
を
読
む
と
き
に
は
，
よ
い
雰

囲
気
で
読
み
聞
か
せ
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
，
一

本
調
子
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
少
な
い
だ
ろ

う
。
ⅱ
あ
ま
り
大
げ
さ
な
抑
揚
は
イ
メ
ー
ジ
を
限

定
さ
せ
る
の
で
不
要
で
あ
る
が
，
そ
の
絵
本
の

も
つ
雰
囲
気
に
合
わ
せ
た
リ
ズ
ム
で
読
み
聞
か

せ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
ま
た
，
ⅲ
読
み
聞
か
せ

の
後
に
「
内
容
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
な
い
」
と

い
う
の
は
，
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
の
後
に
は
必

ず
「
質
問
タ
イ
ム
」
，
つ
ま
り
「
テ
ス
ト
の
時
間
」
が

待
っ
て
い
る
と
思
う
と
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
し
，
読
み
聞
か
せ
を

楽
し
ん
で
も
毎
回
の
質
問
タ
イ
ム
で
よ
い
成
績

が
取
れ
な
い
場
合
に
は
，
絵
本
そ
の
も
の
を
つ

ま
ら
な
く
感
じ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
自
由
な
楽

し
い
雰
囲
気
の
な
か
で
，
読
み
聞
か
せ
そ
の
も

の
を
楽
し
む
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

（
pp

.1
3
7
-
13

9
） 

 ５
）
指
導
案
例

 
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」
 

予
想
さ
れ
る
幼
児
の
姿

 
・
ト
ロ
ル
と
ヤ
ギ
の
や
り
取
り
の
場
面
で
は
，
ド

 
事
例
６
で
は
、
ⅳ
子
ど
も
た
ち
は
ま
ず
「
変
わ

っ
た
形
の
パ
ン
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
，
自
分

の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
合
い
，
楽
し
ん
で
い
た
。
そ

し
て
，
絵
本
の
な
か
に
出
て
く
パ
ン
と
い
う
「
も

の
」
に
限
ら
ず
，
絵
本
の
主
人
公
た
ち
に
対
す

る
興
味
も
湧
い
て
き
て
，
話
題
が
広
が
っ
た
。

 
さ
ら
に
，
ご
っ
こ
遊
び
な
ど
で
自
分
が
主
人
公
に

な
り
，

 
自
分
役
割
や
セ
リ
フ
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
た
。
ま
た
，
遊
び
が
展
開
す
る
た
び
に
，
子
ど

も
た
ち
が
異
な
る
言
葉
を
交
わ
し
，
絵
本
か
ら

自
分
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
な
が
ら
伝
え

合
う
喜
び
を
感
じ
て
い
た
。

 
２

 
読
み
聞
か
せ
に
止
ま
ら
な
い
こ
と

 
 
絵
本
は
，
子
ど
も
た
ち
の
想
像
を
膨
ら
ま
せ
る

た
め
の
手
助
け
に
な
る
。
ⅳ
絵
本
か
ら
，
関
連

し
て
い
る
遊
び
へ
と
発
展
し
た
り
，
絵
本
の
内
容

が
子
ど
も
た
ち
の
新
し
い
話
題
に
な
っ
て
話
が

盛
り
上
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く
み
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
，
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
活
動
を
読
み

聞
か
せ
る
だ
け
で
終
わ
り
に
す
る
だ
け
で
は
な

く
，
と
き
に
は
よ
り
長
い
時
期
で
楽
し
め
る
，
多

様
な
活
動
に
発
展
で
き
る
よ
う
に
計
画
を
立
て

る
と
，
子
ど
も
た
ち
の
言
語
体
験
は
よ
り
豊
か
に

な
る
。
ま
た
，
児
童
文
化
財
を
取
り
入
れ
る
活
動

計
画
は
，
言
葉
の
領
域
に
限
ら
ず
，
多
領
域
に

わ
た
っ
て
総
合
的
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
pp

.5
1
-
5
2）

 
 事
例
３

 
絵
本
で
遊
び
な
が
ら
（
３
歳
児
）
 

 
Ａ
児
の
お
気
に
入
り
の
絵
本
は
『
ふ
し
ぎ
な
ナ

イ
フ
』
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
に
，
「
ふ
し
ぎ
な
ナ

イ
フ
が
…
」
と
い
う
言
葉
と
一
緒
に
ナ
イ
フ
が
，

曲
が
っ
た
り
，
折
れ
た
り
，
ほ
ど
け
た
り
，
膨
ら
ん

だ
り
す
る
絵
本
で
あ
る
。
実
際
に
は
起
こ
ら
な
い

こ
と
が
絵
の
な
か
で
起
こ
る
こ
と
が
お
も
し
ろ
い

よ
う
で
，
ク
ラ
ス
で
も
人
気
の
絵
本
と
な
っ
た
。

何
度
も
読
ん
で
い
る
う
ち
に
今
度
は
，
Ａ
児
が
読

み
手
と
な
っ
て
，
友
だ
ち
に
聞
か
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

 
 

 
自
分
の
思
い
を
自
分
な
り
の
言
葉
で
表
現
す

切
に
し
た
う
え
で
、
ⅴ
小
学
校
で
必
要
な
力
を

「
ち
ょ
い
足
し
」
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
例
え

ば
、
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
た
後
に
、
子
ど
も
た

ち
に
感
想
を
聞
い
た
り
、
登
場
人
物
の
気
持
ち

を
聞
い
た
り
す
る
時
間
を
「
ち
ょ
い
足
し
」
し
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
以
下

の
よ
う
な
効
果
が
望
め
る
。
ま
ず
、
詳
し
く
聞
く
こ

と
で
、
文
脈
を
補
う
言
葉
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
子
ど
も
が
感
想
を
語
る
と
き
に
「
そ
れ

は
、
ど
の
場
面
？
」
と
問
い
返
せ
ば
、
「
◯
◯
で

ね
ず
み
さ
ん
が
、
◯
◯
し
た
場
面
で
」
と
文
脈
を

補
い
、
詳
し
く
話
す
練
習
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

1
対
多
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
に
も
な

る
。
感
想
を
語
る
際
、
初
め
は
保
育
者

1
人
に

向
け
て
語
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
他
の
ク
ラ
ス
の

仲
間
に
も
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
伝
え
る
こ
と
で
、

習
慣
が
つ
け
ば
、
語
る
ほ
う
は
「
多
」
に
対
し
て

話
す
言
葉
を
、
聞
く
ほ
う
は
「
多
」
の
一
人
と
し
て

聞
く
こ
と
を
練
習
で
き
る
。
「
◯
◯
ち
ゃ
ん
の
の

意
見
と
似
て
い
る
ね
。
△
△
君
は
ど
う
？
」
な
ど

と
、
子
ど
も
ど
う
し
の
感
想
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
働
き

か
け
る
と
、
友
達
の
感
想
を
聞
い
て
み
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ

う
。
（
pp

.3
8
-
3
9
） 

  
持
ち
や
す
い
手
の
親
指
と
他

4
本
の
指
の
間

に
本
を
置
き
、
し
っ
か
り
と
支
え
る
。
絵
本
の
上

部
が
後
ろ
に
倒
れ
た
り
、
頭
が
絵
の
前
に
か
ぶ

さ
っ
た
り
す
る
例
が
多
い
が
、
本
上
部
は
む
し
ろ

前
に
倒
れ
る
く
ら
い
が
子
ど
も
の
視
線
を
捉
え

や
す
い
。
本
に
目
を
近
づ
け
な
く
て
も
読
め
る
よ

う
に
覚
え
る
ほ
ど
練
習
す
る
と
よ
い
。
（
４
）
終
わ

り
方

 
裏
表
紙
を
見
せ
て
終
わ
る
の
が
原
則
だ

が
、
例
え
ば
『
も
り
の
な
か
』
［
エ
ッ
ツ
、

1
9
6
3
］
の

よ
う
に
表
裏
両
面
の
絵
が
つ
な
が
っ
て
い
る
場

合
は
、
広
げ
て
両
側
を
見
せ
る
。
ⅲ
感
想
は
強

要
せ
ず
、
子
ど
も
が
自
発
的
に
感
想
を
口
に
し

た
ら
、
よ
く
聞
く
よ
う
に
心
が
け
よ
う
。

(p
.1

1
9
) 

 

字
の
働
き
に
気
づ
き
，
文
字
に
関
心
を
も
つ
。
タ

イ
ト
ル
や
文
中
の
読
み
聞
か
せ
か
ら
文
字
の
働

き
に
気
づ
い
て
い
く
。
⑦
知
的
な
好
奇
心
を
満

た
し
，
考
え
る
力
を
育
て
て
い
く
。
主
体
的
に
関

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
「
な
ぜ
，
ど
う
し
て
」
を
自
ら

学
ぼ
う
と
し
て
い
く
。
⑧
間
接
経
験
に
よ
っ
て
，

知
識
や
理
解
を
広
げ
，
深
め
て
い
く
。
直
接
経

験
で
き
な
い
こ
と
や
し
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
間

接
的
に
経
験
し
，
興
味
を
も
ち
，
自
分
も
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
意
欲
や
好
奇
心
を
育
て
る
。

（
pp

.1
0
1
-
10

2
） 

 3
歳
児
と
絵
本

 
 

3
歳
児
に
な
る
と
，
短
く
簡
単
な
絵
本
か
ら
本

格
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
楽
し
む
絵
本
へ
と
変
化
し

て
い
く
。
『
は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
』
（
福
音
館
書

店
）
や
『
は
じ
め
て
の
お
る
す
ば
ん
』
（
岩
崎
書

店
）
，
『
こ
す
ず
め
の
ぼ
う
け
ん
』
（
福
音
館
書

店
）
な
ど
は
，
お
と
な
へ
の
依
存
か
ら
自
立
に
向

か
い
，
自
分
の
力
を
試
し
て
み
た
い

3
歳
児
の

心
を
と
ら
え
た
絵
本
と
い
え
る
。
子
ど
も
は
主
人

公
と
一
体
化
し
，
不
安
や
戸
惑
い
，
喜
び
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
感
情
を
追
体
験
し
て
い
く
。
ま
た
，
最

近
は
長
時
間
保
育
の
子
ど
も
が
多
く
，
お
迎
え

の
こ
ろ
外
は
真
っ
暗
に
な
る
が
，
ⅳ
絵
本
『
く
ら

や
み
え
ん
の
た
ん
け
ん
』
（
福
音
館
書
店
）
は
，

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
経
験
と
重
な
っ
て
共
感

を
呼
び
，
「
く
ら
や
み
え
ん
の
た
ん
け
ん
ご
っ
こ
」

が
始
ま
る
。
子
ど
も
は
ご
っ
こ
遊
び
を
体
験
し
て

再
び
同
じ
絵
本
に
出
会
う
と
，
絵
本
の
楽
し
さ
を

さ
ら
に
増
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
，
絵
本
に

関
心
の
な
か
っ
た
子
が
，
集
団
読
み
の
な
か
で

周
り
の
友
だ
ち
の
反
応
に
影
響
を
受
け
て
，
絵

本
の
お
も
し
ろ
さ
に
気
づ
い
て
い
く
姿
も
，
保
育

の
な
か
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
。

 
〈
読
み
聞
か
せ
か
ら
劇
遊
び
へ
〉
 

子
ど
も
は
少
し
こ
わ
く
て
ド
キ
ド
キ
す
る
「
お
ば

け
」
や
，
「
お
お
か
み
」
が
登
場
す
る
絵
本
は
大

好
き
で
あ
る
。
こ
の
『
お
お
か
み
と
七
ひ
き
の
こ

や
ぎ
』
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
人
気
の

1
冊
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キ
ド
キ
し
た
表
情
を
見
せ
る
。

 
環
境
の
構
成
と
保
育
者
の
援
助

 
・
大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と
ゆ
っ
た
り
と
読
む
。

 
・
ⅱ
読
み
な
が
ら
，
幼
児
の
様
子
を
よ
く
見
て
必

要
に
応
じ
て
読
み
方
や
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
タ
イ
ミ

ン
グ
を
配
慮
す
る
。

 
・
ⅱ
途
中
で
集
中
が
切
れ
る
幼
児
が
い
た
と
き

は
，
話
を
中
断
せ
ず
に
，
読
み
方
の
抑
揚
を
変

え
る
な
ど
し
て
，
興
味
が
持
て
る
よ
う
に
す
る
。

 
・
ⅲ
話
の
最
後
は
こ
と
ば
の
リ
ズ
ム
を
感
じ
さ

せ
，
さ
ら
り
と
お
し
ま
い
に
す
る
。

 
予
想
さ
れ
る
幼
児
の
姿

 
・
読
み
終
わ
っ
た
後
，
「
ト
ロ
ル
こ
わ
か
っ
た

ね
。
」
「
大
き
い
ヤ
ギ
強
い
ね
。
」
な
ど
自
分
な
り

の
思
い
を
こ
と
ば
に
す
る
。

 
環
境
の
構
成
と
保
育
者
の
援
助

 
・
ⅲ
読
み
終
わ
っ
た
後
，
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
こ

と
ば
が
あ
れ
ば
，
受
け
止
め
る
。

 
予
想
さ
れ
る
幼
児
の
姿

 
・
「
も
う

1
回
読
ん
で
」
と
言
う
。

 
環
境
の
構
成
と
保
育
者
の
援
助

 
・
ⅲ
楽
し
か
っ
た
思
い
に
共
感
す
る
。
・
「
絵
本
は

本
棚
に
置
い
て
お
く
ね
。
ま
た
見
て
ね
。
」
と
自

由
に
見
て
良
い
こ
と
を
伝
え
る
。
（
pp

.1
7
1
-
1
72
） 

（
注
：
指
導
案
例
の
表
か
ら
、
読
み
方
に
関
係
す

る
「
予
想
さ
れ
る
幼
児
の
姿
」
と
そ
れ
に
対
応
し

て
い
る
「
環
境
の
構
成
と
保
育
者
の
援
助
」
を
筆

者
が
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
）
 

る
こ
と
が
楽
し
い
の
が

3
歳
児
で
あ
る
。
し
か

し
，
自
分
な
り
の
言
業
が
周
り
に
な
か
な
か
伝

わ
ら
ず
に
葛
藤
す
る
時
期
で
も
あ
る
。
そ
ん
な
と

き
に
，
絵
本
の
絵
と
言
葉
が
直
接
的
に
対
応
し

て
い
て
わ
か
り
や
す
く
，
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び

に
自
分
の
気
持
ち
を
裏
切
ら
な
い
『
ふ
し
ぎ
な
ナ

イ
フ
』
は
，

A
児
に
と
っ
て
安
心
で
楽
し
い
も
の
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ⅳ
何
度
も
読
み
な
が
ら
展
開

を
覚
え
た

A
児
は
，
次
に
自
分
の
前
に
ぬ
い
ぐ

る
み
を
座
ら
せ
て
，
ぬ
い
ぐ
る
み
に
向
か
っ
て

『
ふ
し
ぎ
な
ナ
イ
フ
』
を
読
み
聞
か
せ
は
じ
め
た
。

そ
こ
で
保
育
者
も
聞
き
手
と
し
て
座
る
と
，
今
度

は
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
も

A
児
の
読
み
聞
か
せ

を
聞
き
に
来
る
。

A
児
の
「
ふ
し
ぎ
な
ナ
イ
フ

が
･･
･ま
が
る
！
」
「
お
れ
る
！
」
「
ほ
ど
け
る
！
」

と
い
う
言
葉
を
聞
き
，
そ
れ
を
聞
く
み
ん
な
が
笑

頻
に
な
る
。

A
児
は
そ
ん
な
周
り
か
ら
，
話
し
手

と
し
て
の
自
分
の
言
葉
が
伝
わ
っ
た
こ
と
の
喜

び
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
幼
児
期
は
そ

れ
ま
で
も
周
り
に
あ
っ
た
た
く
さ
ん
の
言
語
の
な

か
か
ら
，

 自
分
で
理
解
で
き
る
範
囲
の
言
葉
を

懸
命
に
見
つ
け
出
し
，
そ
れ
ら
を
使
っ
て
生
活

に
参
加
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
保
育

者
は
理
解
し
，
子
ど
も
た
ち
の
意
欲
を
受
け
と

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
（
pp

.6
0
-
6
1
） 

 
絵
本
や
紙
芝
居
、
素
話
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に

聞
か
せ
た
後
、
そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う

に
伝
わ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
の
で
き
た
事
例
で

あ
る
。
ⅲ
視
聴
覚
教
材
を
用
い
た
後
は
、
そ
の

余
韻
を
そ
っ
と
見
守
る
こ
と
を
心
が
け
た
い
も
の

で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
ま
か
れ
た
感
性
の
種

は
、
す
ぐ
に
芽
を
出
す
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
に
保
育
者
が
ま
い
た
種
の
そ
の
後
を
す
ぐ
に

目
に
で
き
る
こ
と
は
ま
れ
な
こ
と
で
あ
る
。
ⅲ
保

育
者
の
実
践
が
子
ど
も
へ
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
の
か
気
に
な
る
気
持
ち
は
理
解
で
き
る

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
保
育
者
が
子
ど
も
た
ち
に

そ
の
感
想
を
「
ど
う
だ
っ
た
？
」
「
（
登
場
人
物

は
）
何
が
出
て
き
た
？
」
「
み
ん
な
も
（
こ
の
お
話

の
よ
う
に
）
◯
し
よ
う
ね
」
と
い
う
よ
う
な
感
想
や

ス
ト
ー
リ
ー
の
質
疑
応
答
、
教
訓
め
い
た
言
動

は
、
子
ど
も
た
ち
が
余
韻
を
味
わ
っ
て
い
る
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
の
世
界
、
夢
が
膨
ら
ん
だ
世
界
か
ら
、

無
理
や
り
現
実
に
引
き
戻
す
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
子
ど
も
は
目
や
耳
に
し
た
言
葉
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
想
像
を
繰
り
広
げ
、
お
の
ず
と
生
活
に

取
り
込
ん
で
い
く
。
絵
本
や
紙
芝
居
、
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
心
は
躍
動
し
た
り
、
和
ん
だ
り
、

勇
気
を
得
た
り
と
、
数
え
き
れ
ぬ
ほ
ど
の
経
験

を
得
て
い
る
。
ⅲ
子
ど
も
の
可
能
性
を
信
じ
て
、

ま
い
た
種
を
掘
り
起
こ
さ
ず
に
じ
っ
と
見
守
る
心

の
強
さ
を
持
ち
続
け
ら
れ
て
こ
そ
、
保
育
の
専

門
家
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
p.

1
0
2
） 

で
，
し
っ
か
り
者
の
お
母
さ
ん
の
登
場
も
お
話
の

構
成
も
よ
く
，
絵
が
み
ご
と
に
お
話
の
世
界
を
物

語
っ
て
い
る
。
早
く
は
，

2
歳
児
ク
ラ
ス
か
ら
楽
し

め
る
が
，
こ
や
ぎ
と
お
お
か
み
の
や
り
と
り
の
お

も
し
ろ
さ
は
，
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
方
が
よ
り

増
し
，

4
・
5
歳
児
に
も
充
分
楽
し
い
絵
本
と
遊
び

で
あ
る
。
ⅳ
お
お
か
み
が
前
足
を
白
く
し
て
登
場

す
る
場
面
で
は
，
子
ど
も
た
ち
の
緊
張
惑
は
一

気
に
高
ま
り
，
「
だ
め
，
だ
め
だ
よ
。
お
お
か
み

だ
よ
」
「
戸
を
開
け
た
ら
だ
め
！
」
と
，
力
い
っ
ぱ

い
大
き
な
声
で
大
合
唱
す
る
。
お
お
か
み
が
部

屋
に
飛
び
込
ん
で
こ
や
ぎ
を
襲
う
と
こ
ろ
で
は
，

「
早
く
，
早
く
に
げ
ろ
」
「
キ
ャ
ー
！
」
と
子
ど
も
た

ち
の
声
が
飛
び
交
う
。
お
母
さ
ん
や
ぎ
が
戻
っ

て
来
て
悲
し
む
場
面
で
は
，
子
ど
も
た
ち
も
悲
し

そ
う
。
で
も
す
ぐ
，
「
あ
っ
ち
に
お
お
か
み
い
る

よ
」
と
教
え
，
お
お
か
み
の
お
な
か
か
ら
こ
や
ぎ

が
出
て
く
る
と
手
を
叩
い
て
喜
び
，
お
話
と
一
体

化
し
て
い
る
。
こ
や
ぎ
に
な
っ
た
つ
も
り
で
絵
本

を
見
て
，
す
ぐ
に
ご
っ
こ
遊
び
に
発
展
し
て
い
く
。

初
め
保
育
者
が
お
お
か
み
役
に
な
る
が
，
そ
の

う
ち
お
お
か
み
役
に
な
る
子
ど
も
も
出
て
，
追
い

か
け
っ
こ
や
積
み
木
の
お
家
を
作
り
，
劇
遊
び

を
繰
り
返
し
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
（
pp

.1
8
4
-

1
8
5
） 
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表
１
−
２

 
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
関
す
る
記
述
（
下
線
ⅰ

:読
み
聞
か
せ
の
目
的
、
下
線
ⅱ

:読
み
方
、
下
線
ⅲ

:終
わ
り
方
、
下
線
ⅳ
子
ど
も
同
士
の
関
わ
り
、
下
線
ⅴ

:保
育
者
か
ら
の
働
き
か
け
）
 

新
訂

 
 保
育
内
容
指
導
法
「
言
葉
」
2
0
1
8 

田
上
貞
一
郎
／
高
荒
正
子
著

 
萌
文
書
林

 
 
保
育
内
容

 
こ
と
ば

 
第
３
版

 
2
0
1
8 

赤
羽
根
有
里
子
／
鈴
木
穂
波
編

 
み
ら
い

 
保
育
内
容

 
指
導
法

 
「
言
葉
」
 

2
0
1
9 

大
橋
喜
美
子
／
川
北
典
子
編
著

 
建
帛
社

 
保
育
内
容
「
言
葉
」
指
導
法

 
2
0
1
8
 

馬
見
塚
明
久
／
小
倉
直
子
編
著

 
ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房

 

ⅰ
①
想
像
か
ら
創
造
の
世
界
へ
導
く
 
未
知

の
世
界
へ
の
想
像
（
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
を

働
か
せ
る
た
め
に
は
、
視
覚
的
補
足
の
あ
る

絵
本
は
好
材
料
と
な
る
。
動
画
の
よ
う
な
連

続
的
展
開
で
は
な
い
の
で
、
絵
と
絵
の
間
隙

に
想
像
を
巡
ら
し
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
働
か

せ
る
プ
ロ
ッ
ト
（
小
説
の
筋
）
を
創
造
す
る
。
②

こ
と
ば
に
関
心
を
持
ち
、
こ
と
ば
で
表
現
す
る

力
を
豊
か
に
す
る

 
繰
り
返
し
見
る
・
ス
ト
ー
リ

ー
暗
唱
・
予
測
し
た
り
、
物
語
の
筋
立
て
を
先

取
り
し
て
満
足
感
を
得
る
。
こ
の
過
程
で
こ
と

ば
に
敏
感
に
な
り
、
こ
と
ば
で
表
現
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
る
。
③
関
心
事
の
広
が
り
と
感

動
の
心
を
養
う

 
主
人
公
に
な
り
き
っ
て
疑
似

体
験
を
繰
り
返
し
な
が
ら
感
動
の
心
が
育
っ

て
い
く
。
感
動
の
積
み
重
ね
か
ら
、
情
緒
の

安
定
が
図
ら
れ
る
。
④
知
的
好
奇
心
の
発
揚

に
つ
な
げ
な
が
ら
知
識
や
理
解
を
深
め
る

 
絵
本
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
多
種
多
様
に
あ
る
。

＊
「
物
語
絵
本
」
絵
を
見
な
が
ら
話
を
追
っ
て

行
く
。
そ
し
て
感
動
の
心
を
育
て
る
。
＊
「
生

活
絵
本
」
生
活
習
慣
や
し
つ
け
を
指
導
す
る
。

＊
「
知
識
絵
本
（
観
察
絵
本
）
」
乗
り
物
、
動
植

物
、
天
体
、
社
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
物

語
風
に
展
開
し
て
、
子
ど
も
の
科
学
的
知
識

を
遊
び
感
覚
で
高
め
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
生
か
し
た
与
え
方
を
す
る
と
よ
り
効
果

的
と
な
る
。
⑤
文
字
や
生
活
の
中
の
こ
と
ば

に
関
心
を
も
つ

 
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
う
ち
に
物
語
に
関
心
を
持
ち
、
文

字
に
興
味
を
示
す
。
発
問
「
こ
れ
な
あ
に
」
を

ⅰ
絵
本
は
そ
れ
に
親
し
む
こ
と
で
言
葉
に
対

す
る
感
覚
を
豊
か
に
し
、
子
ど
も
の
心
を
育
む

大
切
な
文
化
財
で
あ
る
。
絵
本
を
通
し
て
保

育
者
と
子
ど
も
と
の
心
の
交
流
が
図
れ
る
読

み
聞
か
せ
は
、
互
い
の
信
頼
関
係
を
深
め
、

子
ど
も
の
心
を
満
足
さ
せ
で
情
緒
の
安
定
へ

と
導
く
。
「
読
み
聞
か
せ
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
、
幼
い
頃

に
「
読
み
聞
か
せ
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
心
の

満
足
感
、
そ
れ
を
読
ん
で
く
れ
た
保
護
者
の

ぬ
く
も
り
を
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
読
み

聞
か
せ
」
を
通
し
て
養
わ
れ
た
、
絵
本
に
対
す

る
興
味
や
関
心
は
、
そ
の
ま
ま
児
童
文
学
全

体
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
い
ず
れ
は
絵
が
少
な
く
と
も
（
あ
る
い
は

絵
が
全
く
な
い
作
品
で
あ
っ
て
も
）
、

1
人
で

読
書
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
登
場
人
物
の
気
持

ち
が
想
像
で
き
た
り
、
美
し
い
情
景
が
目
に

浮
か
ん
だ
り
、
と
い
っ
た
よ
う
な
作
品
世
界
を

楽
し
む
力
が
身
に
つ
い
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
想
像
力
を
自
由
に
働
か
せ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
立
場
で
物
事
が
考
え
ら
れ
る
、
心
の

豊
か
な
人
間
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が

る
す
ば
ら
し
い
力
で
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
全
て
の

子
ど
も
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
。
（
p.

1
5
0
） 

 ２
 
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
想
像
し
な
が
ら
音

読
す
る

 
 
次
に
、
ⅱ
読
み
取
っ
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
、

登
場
人
物
の
心
の
動
き
な
ど
に
注
意
し
て
音

読
す
る
。
会
話
の
部
分
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
読

ⅰ
保
育
教
材
と
し
て
の
絵
本
絵
本
は
，
「
絵
」

と
「
文
章
」
に
よ
っ
て
「
も
う
一
つ
の
世
界
」
が

創
ら
れ
る
総
合
芸
術
で
あ
る
。
乳
幼
児
期
の

子
ど
も
に
と
っ
て
，
絵
本
は
，
玩
具
と
同
様
に

最
も
身
近
な
文
化
財
で
あ
る
と
い
え
る
。

「
本
」
と
い
う
位
置
付
け
か
ら
考
え
る
と
，
そ
の

活
用
方
法
と
し
て
は
多
分
に
個
人
的
な
も
の

で
あ
る
が
，
普
及
率
や
手
軽
さ
か
ら
集
団
保

育
の
中
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
，
子
ど
も
と
大
人
が
絵
本
を
仲
立
ち

と
し
て
，
楽
し
い
時
間
と
空
間
を
共
有
す
る
こ

と
が
，
絵
本
の
大
き
な
役
割
だ
ろ
う
。
（
略
）
絵

本
に
つ
い
て
は
，
幼
稚
園
教
育
要
領
や
保
育

所
保
育
指
針
，
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

教
育
・
保
育
要
領
の
中
で
，
主
と
し
て
言
葉
の

指
導
面
へ
の
効
用
が
中
心
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
，
幼
児
に
と
っ
て
絵
本
は
，
単
な
る
言

語
指
導
の
教
則
本
で
は
な
い
し
，
知
識
習
得

の
た
め
の
教
材
で
も
な
い
。
集
団
保
育
に
お

い
て
，
乳
幼
児
と
保
育
者
が
絵
本
の
世
界
を

共
有
す
る
と
き
，
絵
本
を
“
心
の
栄
養
”
と
と
ら

え
，
想
像
力
や
表
現
力
を
育
む
源
と
し
て
保

育
内
容
の
中
に
し
っ
か
り
と
位
置
付
け
て
い

き
た
い
。
（
p.

3
7
）
 

  
読
む
際
に
は
，
表
紙
を
見
せ
な
が
ら
題
名

を
は
っ
き
り
告
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
。
ペ

ー
ジ
を
め
く
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
読
む
ス
ピ
ー
ド
，

絵
を
見
せ
る
時
間
な
ど
は
，
ど
の
ペ
ー
ジ
も

均
ー
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
ⅱ
物
語
の
内
容

や
，
子
ど
も
の
様
子
に
配
慮
し
な
が
ら
読
む

ⅰ
言
葉
の
発
達
に
置
い
て
は
、
表
現
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
と
も
に
名
称
の
認
識

力
や
語
彙
力
も
育
ち
、
言
葉
や
文
字
を
覚
え

る
際
に
も
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
が

自
分
で
絵
本
を
音
読
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
読
む
力
、
語
彙
力
な
ど
が
身
に
つ
き
ま

す
。
（
p.

1
1
8
） 

  
絵
本
は
、
本
来
、
一
人
で
楽
し
む
た
め
の
も

の
で
す
か
ら
、
大
型
絵
本
を
の
ぞ
い
て
大
勢

の
前
で
読
み
聞
か
せ
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
後
ろ
で
は
よ
く
見
え
な
い
こ
と
も
あ
り
、
少

人
数
で
の
読
み
聞
か
せ
に
適
し
て
い
ま
す
。

語
り
手
は
聞
き
手
と
近
い
存
在
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
聞
き
手
と
と
も
に
物

語
の
世
界
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
す
。
ⅱ
紙
芝

居
の
よ
う
に
語
り
手
と
聞
き
手
を
隔
て
る
も
の

が
な
い
の
で
、
声
色
の
使
い
分
け
や
声
の
質

に
凝
り
す
ぎ
る
と
、
聞
き
手
は
そ
ち
ら
に
気
を

取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
声
の
変
化
や
聞
き

手
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
は
、
適
度
に
と
ど

め
ま
し
ょ
う
。
絵
本
に
よ
る
教
育
は
、
少
人
数

で
物
語
を
楽
し
む
こ
と
、
少
人
数
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
相
互
作
用
を
特
徴
と
し

て
お
り
、
少
人
数
に
対
す
る
読
み
聞
か
せ
だ

か
ら
こ
そ
得
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
（
p.

1
0
7
） 

   
絵
本
の
質
を
見
極
め
る
目
と
は
、
物
語
と

の
関
係
か
ら
絵
の
妥
当
性
を
み
る
目
、
昔
話

の
改
変
を
見
抜
く
目
の
２
つ
で
あ
り
、
い
ず
れ
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促
し
、
文
字
の
た
ど
り
読
み
を
始
め
る
き
っ
か

け
と
な
る
。
（
p.

7
5
）
 

 「
言
葉
」
日
案

 
◯
月
×
日
（
金
）
 

4
歳
児
ク

ラ
ス

 
子
ど
も
の
経
験
／
言
語
経
験
／
具
体
的
な

指
導

 
ⅴ
ど
ん
な
店
が
あ
る
か
話
し
合
う
。
／
・
友
だ

ち
同
士
お
店
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
・
自
分
の

意
見
を
発
表
し
た
り
友
だ
ち
の
意
見
も
聞
く
／

身
近
な
お
店
な
ど
に
よ
り
“
お
店
”
へ
の
興
味

や
自
分
で
思
っ
た
こ
と
を
恥
ず
か
し
が
ら
な
い

で
言
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
る
よ
う
に
努
め

る
。
（
pp

.6
2
-
6
4
） 

 ●
留
意
点

 
⑤
余
韻
を
楽
し
む

 
ⅲ
読
み
終
え
た
後
に
「
◯
◯
は
ど
う
だ
っ

た
？
」
な
ど
の
質
問
攻
め
は
避
け
る
よ
う
に
す

る
。

 
⑥
絵
本
の
雰
囲
気
を
つ
か
み
、
心
を
込
め
て

読
む

 
ⅱ
紙
芝
居
の
よ
う
に
音
声
を
変
え
て
演
じ
な
く

て
よ
い
。
ゆ
っ
く
り
・
明
瞭
・
ア
ク
セ
ン
ト
や
イ
ン

ト
ネ
ー
ミ
ノ
ヨ
ン
に
配
慮
し
な
が
ら
読
み
進
め

る
。

 
ⅱ
読
み
聞
か
せ
は
、
保
育
者
の
肉
声
が
ベ
ス

ト
で
あ
る
。
声
の
出
し
方
・
速
度
・
間
な
ど
に
注

意
す
る
。
（
略
）
ⅱ
声
を
出
し
て
小
説
な
ど
を

表
現
し
な
が
ら
読
む
「
表
現
読
み
」
を
実
行
す

る
と
良
い
。
（
p
p.

8
9
-
9
1
） 

 ⅴ
５

 
一
読
総
合
法
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

 
一
読
総
合
法
と
は
、
国
語
教
育
学
者
・
大
久

保
忠
利
氏
が
提
唱
す
る
集
団
の
場
で
の
読

み
開
か
せ
方
法
の
一
つ
で
す
。

 
①
題
名
読
み
…
表
紙
の
絵
を
見
な
が
ら
、
題

を
声
に
出
し
て
読
ん
で
、
予
想
・
想
像
さ
れ
る

こ
と
を
考
え
さ
せ
、
こ
と
ば
で
表
現
さ
せ
る
。

（
期
待
を
持
た
せ
る
）
 

む
と
登
場
人
物
の
気
持
ち
に
あ
っ
た
表
現
に

な
る
か
、
工
夫
し
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
過
剰
に

感
情
移
入
し
た
読
み
方
を
す
る
と
、
子
ど
も
は

絵
本
よ
り
読
み
手
の
方
に
注
目
し
て
し
ま
う
の

で
、
あ
く
ま
で
自
然
な
表
現
を
心
が
け
よ
う
。

 
３

 
子
供
の
反
応
を
予
想
し
な
が
ら
音
読
し
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
る

 
 
（
略
）
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
瞬
間
、
子
ど
も
は
絵

に
集
中
し
て
い
る
の
で
文
は
読
ま
な
い
。
ⅴ

文
字
が
な
い
ペ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と

ば
か
け
を
し
た
ら
よ
い
の
か
（
あ
る
い
は
何
も

話
さ
な
い
方
が
よ
い
の
か
）
な
ど
を
検
討
し

て
、
納
得
の
い
く
ま
で
繰
り
返
し
読
ん
で
み
る

の
で
あ
る
。
（
p.

1
5
1
）
 

  
ⅲ
読
み
終
わ
っ
て
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
感
想
が
出
た
場
合
は
、
時
間
が

許
す
限
り
す
べ
て
聞
い
て
あ
げ
よ
う
。
子
ど
も

が
絵
を
見
て
感
じ
た
り
、
保
育
者
の
お
話
を

間
い
て
感
じ
た
り
し
た
こ
と
を
こ
と
ば
で
表
現

す
る
こ
と
は
、
「
幼
稚
園
教
育
要
領
」
の
「
言

葉
」
の
領
域
に
示
さ
れ
て
い
る
「
し
た
り
、
見
た

り
、
聞
い
た
り
、
感
じ
た
り
、
考
え
た
り
な
ど
し

た
こ
と
を
自
分
な
り
に
言
葉
で
表
現
す
る
」
と

い
う
内
容
と
も
重
な
る
。
（
略
）
 

 
た
だ
し
、
ⅲ
子
ど
も
た
ち
が
し
っ
か
り
聞
い
て

い
た
か
ど
う
か
を
試
す
よ
う
な
質
問
や
、
教
訓

め
い
た
解
釈
は
、
保
育
者
の
方
か
ら
極
力
発

し
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
せ
っ

か
く
楽
し
ん
で
い
た
絵
本
の
世
界
を
壊
し
た

り
、
せ
っ
か
く
絵
本
の
方
に
向
い
て
い
た
興
味

や
関
心
が
そ
が
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
（
p.

1
5
3
） 

 
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
日
案
は
、
小
学

1
年

生
国
語
科
の
単
元
「
お
お
き
な
か
ぶ
」
で
の

1
年
生
と
年
長
児
と
の
「
読
み
開
か
せ
交
流
会
」

の
開
催
後
に
、
あ
ら
た
め
て
小
学
校
の
学
校

司
書
が
園
に
出
向
き
、
絵
本
の
「
読
み
聞
か

せ
」
を
行
っ
た
幼
小
連
携
の
取
り
組
み
の

1
例
で
あ
る
。

 

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ⅲ
最
後
に
は
裏
表
紙

も
き
ち
ん
と
見
せ
，
物
語
の
世
界
の
余
韻
を

楽
し
む
た
め
に
，
保
育
者
の
ほ
う
か
ら
必
要

以
上
に
感
想
を
聞
い
た
り
内
容
の
理
解
度
を

問
う
こ
と
は
控
え
る
。

 
 
ま
た
，
ⅱ
絵
本
の
内
容
や
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
合
わ
せ
て
，
読
み
方
に
は
種
々
の
工

夫
が
必
要
で
あ
る
が
，
大
げ
さ
に
声
色
や
表

情
を
変
え
た
り
，
身
振
り
手
振
り
を
つ
け
る

と
，
子
ど
も
の
注
意
が
物
語
の
世
界
か
ら
保

育
者
に
移
っ
て
し
ま
う
。
声
の
大
き
さ
や
高
さ

を
少
し
だ
け
変
え
て
み
た
り
，
間
の
取
り
方
に

気
を
付
け
る
程
度
に
し
て
，
想
像
力
を
駆
使

し
て
絵
本
の
世
界
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
の

想
い
を
大
切
に
し
よ
う
。

 
4
)絵
本
の
世
界
を
楽
し
む
た
め
に

 
 
絵
本
は
，
子
ど
も
と
保
育
者
が
，
物
語
の
世

界
を
楽
し
み
，
経
験
を
共
有
で
き
る
保
育
教

材
で
あ
る
。
同
時
に
，
ⅴ
保
育
者
の
想
い
を
，

絵
本
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
（
略
）
絵
本
は
．
人
が
そ
の
人

生
で
初
め
て
出
あ
う
本
で
あ
る
。
そ
し
て
，
生

涯
に
わ
た
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
本
で
も

あ
る
。
幼
い
頃
に
出
あ
っ
た
絵
本
の
た
と
え

ー
場
面
で
あ
っ
て
も
，
大
人
に
な
っ
て
な
お
覚

え
て
い
る
人
は
多
い
。
ⅰ
そ
れ
は
．
た
だ
物

語
の
世
界
を
思
い
出
す
こ
と
だ
け
で
な
く
，
読

ん
で
も
ら
っ
た
人
の
声
の
調
子
や
そ
の
場
の

穏
や
か
な
空
気
の
流
れ
な
ど
も
包
括
し
て
鮮

や
か
に
よ
み
が
え
る
幼
少
期
の
体
験
で
あ

り
，
そ
れ
ら
も
含
め
て
．
“
絵
本
を
読
む
”
と
い

う
こ
と
な
の
だ
と
い
え
る
。
（
p.

3
8
）
 

 コ
ラ
ム

 
外
国
の
絵
本
か
ら
楽
し
さ
を
実
感
す

る
保
育
実
践

 
＊
最
後
の
ペ
ー
ジ
（
結
論
）
を
想
像
す
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ

 
作
品
名
『
ぼ
く
，
い
っ
て
く
る
！
』
マ
チ
ュ
ー
・
モ

デ
作
，
ふ
し
み
み
さ
を
訳
，
光
村
教
育
図
書
，

2
0
1
3
. 

も
保
育
者
と
し
て
大
切
な
力
で
す
。
す
で
に
存

在
す
る
話
を
改
変
し
た
作
品
も
あ
る
の
で
、
保

育
者
が
、
改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
抜
く
だ

け
の
し
っ
か
り
と
し
た
「
お
話
の
引
き
出
し
」
を

も
ち
ま
し
ょ
う
。
前
述
し
た
と
お
り
、
ⅰ
・
ⅴ
絵

本
に
よ
る
教
育
は
、
少
人
数
で
物
語
を
楽
し

む
こ
と
と
、
少
人
数
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
相
互
作
用
が
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
協
調
性
や
集
団
性
・
社

会
性
が
育
ち
ま
す
。
ま
た
、
４
、
５
歳
以
降
で

あ
れ
ば
、
読
み
聞
か
せ
の
実
演
後
に
直
に
質

問
し
た
り
そ
れ
に
答
え
た
り
感
想
を
述
べ
た
り

す
る
こ
と
で
、
思
考
カ
・
感
受
性
・
想
像
力
が

育
成
で
き
ま
す
。
ま
た
、
絵
本
の
質
を
み
る
目

を
、
子
ど
も
に
も
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は

言
葉
の
力
を
養
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、
批
判
的
認
識
力
が
養
え
ま

す
が
、
こ
れ
は
感
想
な
ど
を
述
べ
る
と
き
の
力

と
な
り
ま
す
。
（
pp

.1
0
8
-
1
0
9）

 
  4
歳
児

 
部
分
実
習
指
導
案

 
予
想
さ
れ
る
子
ど
も
の
活
動
／
保
育
者
（
実

習
生
）
の
援
助
・
配
慮
点

 
◯
絵
本
『
さ
ん
ま
い
の
お
ふ
だ
』
を
楽
し
む
。
・

怖
い
場
面
で
声
を
上
げ
る
子
ど
も
が
い
る
。
・

終
了
後
、
「
や
ま
ん
ば
、
食
べ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

ね
」
「
助
か
っ
て
よ
か
っ
た
ね
」
な
ど
、
感
想
を

語
る
子
ど
も
が
い
る
。
／
◯
読
み
聞
か
せ
の

約
束
を
確
認
す
る
。
・
絵
本
が
よ
く
見
え
る

か
、
全
員
に
確
認
す
る
。
・
ⅰ
鑑
賞
中
は
静

か
に
す
る
、
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
終
わ

っ
て
か
ら
な
ど
と
伝
え
る
。
・
読
ん
で
い
る
最

中
に
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
子
ど
も
が
い
た
ら
、

そ
っ
と
目
配
せ
す
る
な
ど
し
て
気
づ
か
せ

る
。
・
余
韻
を
残
し
て
終
了
す
る
。
た
だ
し
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
感
想
が
出
て
き
た
ら
、
共
感
的

な
態
度
で
受
け
入
れ
る
。
（
p
p.

1
2
3
-
1
24
） 
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②
表
象
化
と
具
体
化
…
イ
メ
ー
ジ
を
浮
か
ば

せ
自
分
の
こ
と
ば
で
言
わ
せ
る
。

 
③
予
想
意
見
出
し
…
今
後
の
話
の
展
開
を

予
想
さ
せ
て
話
し
合
い
、
新
た
な
感
動
を
起
こ

さ
せ
る
。

 
④
感
想
意
見
出
し
…
保
育
者
と
子
ど
も
・
子

ど
も
と
子
ど
も
の
か
か
わ
り
を
も
つ
。

 
⑤
立
ち
止
ま
り
…
…
事
前
に
立
ち
止
ま
り
個

所
を
決
め
発
問
を
与
え
る
。
話
の
流
れ
を
壊

さ
な
い
程
度
に
す
る
。

 
⑥
話
し
合
い
…
…
読
み
終
え
た
ら
、
み
ん
な

で
感
想
を
話
し
合
う
。
自
分
の
感
じ
方
や
他

の
人
と
の
違
い
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
「
お

も
し
ろ
か
っ
た
」
だ
け
で
も
よ
い
。

 
 ６

 
絵
本
を
通
し
て

 
①
子
ど
も
と
共
通
の
話
題
を
も
ち
、
話
が
発

展
し
て
い
く
。

 
②
子
ど
も
の
心
を
大
切
に
受
容
す
る
。

 
③
ⅴ
自
分
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
発
問

の
仕
方
の
難
し
さ
に
気
付
く
。

 
④
ど
の
場
面
で
何
を
知
ら
せ
た
い
の
か
、
絵

本
を
分
析
し
て
十
分
把
握
し
て
お
く
こ
と
の
重

要
性
を
知
る
。
（
略
）
 

※
保
育
園
で
は
昼
寝
の
前
、
幼
稚
園
で
は
降

園
前
に
集
ま
っ
た
時
を
利
用
し
て
読
ん
で
あ

げ
る
と
、
絵
本
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
な
る
。

子
ど
も
が
「
こ
れ
読
ん
で
」
と
要
求
し
て
き
た
ら

「
聞
き
た
い
人
集
ま
れ
」
で
、
読
ん
で
あ
げ
る
。

 
※
絵
本
を
子
ど
も
に
読
み
与
え
る
こ
と
は
、
丁

寧
な
読
み
も
よ
い
が
、
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

よ
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
ⅴ
毎
日
、
最
低

で
も

1
冊
は
必
ず
読
み
、

1
ヵ
月
に

1
回
は

「
一
読
総
合
法
」
を
入
れ
て
い
き
た
い

 
（
pp

.9
1
-
9
2）

 

表
1
1
-
1
 
絵
本
を
用
い
た
日
案
例

 
ー
『
お

お
き
な
か
ぶ
』
の
絵
本
を
用
い
た
日
案
ー

 
 

5
歳
児
（
略
）
 

保
育
教
諭
の
援
助
・
指
導

 
（
担
任
★
司
書

☆
）
 

保
育
教
諭
の
援
助
・
指
導

 
◇
子
ど
も
が
選
ん
だ
絵
本
を
読
む
☆

 
◇
読
み
聞
か
せ
が
終
わ
っ
た
後
、
子
ど
も
か

ら
感
想
を
聞
く
。
★
☆

 
・
ⅴ
「
伝
え
た
い
」
「
お
話
し
た
い
」
と
い
う
こ
と

が
思
い
浮
か
ん
だ
ら
挙
手
で
知
ら
せ
る
よ
う

伝
え
る
★

 
・
ⅴ
友
だ
ち
の
お
話
の
内
容
が
よ
く
わ
か
っ
た

り
、
面
白
い
な
あ
と
思
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
た

め
に
、
友
だ
ち
が
ど
ん
な
お
話
を
す
る
か
よ
く

聞
く
よ
う
に
声
を
か
け
る
。
★

 
留
意
点
・
配
慮
点

 
・
ⅲ
子
ど
も
か
ら
の
感
想
は
、
無
理
に
聞
き
出

す
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
か
ら
伝
え
た
い
思
い

が
あ
ふ
れ
て
言
葉
と
し
て
自
然
と
発
せ
ら
れ

る
よ
う
、
読
み
終
わ
っ
た
後
の
余
韻
を
楽
し
み

な
が
ら
待
つ
。

 
・
ⅴ
小
学
校
へ
の
学
び
が
滑
ら
か
に
つ
な
が

る
よ
う
に
、
ど
う
し
た
ら
み
ん
な
が
楽
し
く
お
話

し
た
り
、
聞
い
た
り
で
き
る
か
気
づ
か
せ
な
が

ら
、
話
し
方
や
聞
き
方
の
ル
ー
ル
が
自
然
に

身
に
つ
く
よ
う
な
言
葉
が
け
を
す
る
。

 
・
ⅳ
司
書
は
、
子
ど
も
か
ら
発
せ
ら
れ
た
感
想

と
か
か
わ
る
場
面
の
絵
を
開
き
、
発
表
す
る

子
ど
も
が
話
し
や
す
い
よ
う
に
、
他
の
子
ど
も

に
つ
い
て
は
発
表
者
と
一
緒
に
そ
の
思
い
が

共
有
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
、
必
要
な
言
葉

が
け
を
す
る
。
（
pp

.1
5
4
-
1
5
5）

 
 

 
ス
ト
ー
リ
ー

 
こ
と
り
の
ぼ
う
や
が
「
よ
ー
し
き

め
た
！
い
っ
て
く
る
！
」
と
言
っ
て
旅
に
出
か

け
る
話
で
あ
る
。
（
略
）
 

 
こ
の
絵
本
の
展
開
が
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ

は
，
ラ
ス
ト
ペ
ー
ジ
ま
で
ど
こ
に
行
っ
た
か
書

か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
み
ん
な
で
想
像
し
て

み
る
と
い
っ
た
展
開
で
あ
る
。
ⅴ
絵
本
の
最

後
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
が
書
か
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
問

い
か
け
る
こ
と
に
よ
り
，
子
ど
も
の
想
像
性
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
＊
絵
本
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
見
て
題
名
を
考
え

て
み
る

 
作
品
名
『
す
き
す
き
ち
ゅ
ー
！
』
イ
ア
ン
・
ホ
ワ

イ
ブ
ラ
ウ
ン
文
，
ロ
ー
ジ
ー
・
リ
ー
ヴ
絵
，
お
び

か
ゆ
う
こ
訳
，
徳
間
書
店
，

2
0
0
4
. 

（
略
）
 
ⅴ
「
ち
ゅ
ー
ち
ゃ
ん
は
，
い
っ
た
い
何

を
わ
す
れ
た
の
で
し
ょ
う
」
「
そ
れ
を
み
ん
な
で

考
え
て
み
よ
う
」
「
題
名
も
考
え
て
み
よ
う
」
と

い
っ
た
問
い
か
け
を
し
た
ら
，
子
ど
も
は
ど
の

よ
う
な
反
応
を
す
る
だ
ろ
う
か
？

 
 
ⅴ
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
通
常
，
最
後
の

ペ
ー
ジ
ま
で
読
み
終
わ
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
が
，
時
々
，
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
む
お
も
し

ろ
い
実
践
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
自
分
な
り
の
思
い
を
も

っ
て
理
解
し
て
，
そ
の
世
界
を
楽
し
め
る
も
の

な
ら
，
そ
れ
は
，
子
ど
も
を
想
像
の
世
界
へ
と

い
ざ
な
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
（
pp

.1
1
4
-
1
1
5）
（
注
：
下
線
は
筆
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３ 考察

（１） 絵本の読み聞かせの目的について 

調査Ⅰから、保育内容「言葉」の全てのテキストにおいて、

「想像（力）」、「言葉・語彙」を養うことが挙げられていた。ま

た、「情緒、感受性、感動、」「表現力」「思考力」を養うことも、

半数以上のテキストで提示されていた。 

このことにより、保育者を目指す学生にとっては、教育要

領等の領域「言葉」で掲げられている「絵本や物語などに親

しみ、言葉に対する感覚を豊かにし、先生や友達と心を通

わせる」というねらいを意識した「絵本の読み聞かせ」の在り

方の学修を積むことになると考える。 

どのような学習成果があるのか、調査Ⅱの質問項目の回

答を表15のとおり分析した。 

調査Ⅱのアンケートに協力してもらった学生は、前期で

「子どものことば」を履修し、絵本の読み聞かせについても

学修している。テキストは、保育内容指導法「言葉」（ミネル

ヴァ書房）であった。 

質問項目７「読み聞かせで大切にしたいこと」に対して、

本アンケートは、読み方などの方法を聞く項目が多く、この

ことに影響され、大切にしたいことの質問に対しても技術面

を回答する内容が多かった。しかし、技術面に付して、子ど

もたちを楽しませたい、絵本の世界に浸らせたいと回答し

た者も 14人あり、養育要領等が目指す「ねらい」を意識した

読み聞かせを行おうとする意欲が読み取れた。 

（２） 絵本の読み聞かせの方法について 

集団での読み聞かせにおける「読み方」について、すべ

てのテキストにおいて適度に感情を込めて読むことと記さ

れていた。園などで活動されているおはなしボランティア

の中には、淡々と読む方法を推奨する方も多いと聞く。しか

し、毎日子どもと一緒に生活している保育者が読むのであ

るから、テキストでは、物語の世界がイメージできるよう適度

に抑揚をつけて読む方法を推奨していると推測する。学生

へのアンケート結果を見ても、表８のとおり多くの者が適度

に感情を込めて読むことを意識していることが認められた。 

次に、読み聞かせにおける保育者の関わり方について、

小寺、瀧川、玉置は、テキスト類における「絵本−保育者−

子ども」関係の分析から、絵本と子どもをつなぐ保育者の役

割として、絵本を読む状況や対象年齢の違いなどを考慮に

入れた記述も必要ではないかと問題提起している。 

また、「絵本−子ども−イメージ」関係の分析から、1歳3か

月〜2歳未満児への保育者の役割として、絵本の絵や言葉

に触発されると、子どもは自然と動作や言葉で表現したり、

模倣活動や歌が派生したりするので、うまくこのような表現

を引き出せるよう援助が必要であると考察している。 

本稿では、保育者対子ども、絵本と保育者との関係に加

えて、子ども同士の関係があることに着目し、このことを踏ま

えた上で、保育者が読み聞かせの目的を達成するための

援助のあり方について考察する。 

教育要領等の領域「言葉」の「目的」には、絵本に親しみ

想像する楽しさを味わうことが挙げられている。このことに

ついては、表４のとおり多くのテキストで、子どもが物語の

世界に浸り想像する楽しさを味わうため、余韻や感動を大

切にするための配慮が必要であると記載されている。 

では、余韻とはどういうものであろうか。木村（2004）は、

余韻とは、作者の仮想したある「生きている世界」に入って

しまった読者の心が読み終わってもまだ出られない状態で

あり、具体的には、主人公の最後の気持ちが残っているこ

とだと言う。 

この木村の解説をもとに、読み聞かせの終わり方を考え

ると、余韻すなわち主人公の気持ちに浸っている子どもに

とっては、その気持をじっくりと味わう時間がほしいであろう。

味わう中で、例えば、感じたことを自然と言葉として発出し

たり、動作として主人公になりきって振る舞ってみたりする

子どもが出てくることも多いと思われる。こうした子どもの反

応や豊かな想像を子ども同士で味わえるように遊びに発展

させていく援助が保育者の役割ではないだろうか。 

例えば、表1-1の『保育内容 言葉』（光生館）では、何度

も読み聞かせをしているうちに展開を覚えたＡ児が、ぬい

ぐるみを前に座らせて読み聞かせを始めた例が紹介され

ている。そこで保育者が聞き手として座ると、他の子どもも

集まり子ども同士の読み聞かせとなり、Ａ児は自分が読ん

だことに子どもたちが笑顔で反応してくれるので、自分の言

葉が伝わった喜びを感じていた、とある。絵本を通じた子ど

も同士の遊びに発展したわかりやすい例であると考えるが、

こうした保育者の行動が援助に当たるという解説があると学

生にとってよりわかりやすく応用が効くものとなると思量する。 

学生アンケートにおいて、質問項目６「読み聞かせで学

びたいこと」において、「絵本の世界に引き込めるような導

入」など導入と回答したものが 6人、子どもの発言への対応

や問いかけが 3人、締めくくり方が 4人と、具体的にどうす
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ればよいのかを望む回答があった。 

学生向けのテキストでは、絵本に触発され、保育者の援

助によって遊びへと発展し、子ども同士の関わりで言葉が

どのように豊かになっていくかを、具体例として丁寧に解説

することが望まれる。 

3 点目として、保育者の働きかけによる子ども同士の話し

合いなどについて、考え方や方法などが紹介されたテキス

トが 6冊あった。 

子どもの言語教育について、岡本（1982）は、「言語化の

単純な即時効果だけを目ざすのではなく、その得失を展望

のなかにおさめた、「発達の中の言語」の教育を目指すプ

ログラムこそ特に期待される」として、次のような試みが必要

だと主張している。その一つに「概念のステレオタイプ化や

慣習化を防ぐ新鮮な経験をつねに与えるとともに、自己の

新たに獲得した概念やルールをふたたび現実の場に再適

用していく機会をたえずもとめていく」ということが述べられ

ている。また、「不特定多数に向けてのことばの使用（話しこ

とばにせよ、書きことばにせよ）の能力ばかりに短絡せず、

特定のコミュニケーションの相手を意識した言語使用を、少

なくとも小学校中期まではもっと充実しておくことが必要で

あろう」と述べている。この2つに共通することは、生活の場

で、身近にいる者との会話等のコミュニケーションを通して

言葉で表現することの重要性を主張していると考える。 

調査Ⅰのテキストにおいて、6 冊のテキストで、読み聞か

せにおいて、子どもに問いかけたり話し合いを促したりする

意義や具体例が紹介されている。 

今後、幼少の連携も視野に入れ、毎回でなくともよいの

で、「交流型読み聞かせ」に当たる活動を取り入れ、子ども

の表現の場を充実させていく必要があると考える。 

そのためには、テキストの充実とともに、実習園教員の理

解も必要である。今回のアンケート結果を見ても、絵本に感

動した子どもの発言に対して、共感して受け止めるという指

導助言は行われていたが、そのことを発展させることには

至っていないようである。今回、学生にとって初めての教育

実習であり、高度なことを求めることは控えられたと推察す

るが、保育者養成校と実習園での指導が共通認識をもって

行われるよう留意する必要があると考える。 
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